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サイドスラスター

DC24Vへ

ドレン

本機

リリーフ弁が組み込まれていますので、

シンプルな構成でシステムが組めます。

山本機工株式会社

組み合わせ

機能説明

No.1186�"
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追加で
デッキ操作用も
増設できます。
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一般的な電磁弁でスラスターの制御を行った際のショック音の元凶は、電磁弁が開いた途端に
圧力が急上昇することにあります。

本機では、操作パネルのスティックを倒すと、下図のように
リリーフ設定圧力が0Mpaから設定値（18Mpa）まで一定時間（約1.5秒）をかけて上昇しますので、
体感的にも不快で機器や配管にも有害なショックを大幅に緩和することが出来ます。

（　）内の数値はは初期設定値で、圧力は最大30Mpa　時間は最大8秒まで調整可能です。
　圧力調整は取り扱い説明書の5ページ、時間調整は4ページのAをご覧下さい）
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スラスターで推力を変化させる（＝プロペラ回転を変化させる）方法には、
以下の2種類の方法があります。
　Ａ：流量を変化させてプロペラ回転を制御する。
　Ｂ：流量を一定のままでリリーフ圧を変化させてプロペラ回転を制御する。

本機では、このうちＢのリリーフ圧を変化させる方法で
推力コントールを行っています。

この方法は、Ａの流量を変化させる方法に較べ右のような長所があります。

　圧力に比例した推力が得られる。
　　　リリーフ圧を最大の50％にすると推力も50％になる。
　　　流量では50％に絞ると推力は25％になる。

　圧力計で的確な調整が出来る。
　　　実測の困難な流量に較べ状況が的確に把握できる。
　　　流量を増やしていっても、その時必要な圧力がないと
　　　推力は変化しない。この場合リリーフ圧の調整も必要。

　　


